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経過と現状

● １次元風上差分法
● テキストファイル出力問題(in C++)
● １次元１次精度HLLD法
● ２次元１次精度HLLD法
● 　　
● 　　バイナリファイル出力問題
●



1次元HLLD１次精度の比較



今後の課題

● バイナリでの出力を可能にする。
● 必ずバグがあるのでバグ取り。
● 流束の計算を含めた３つのコードをC++で書
き直す。(boostライブラリーの勉強も兼ね
て)
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